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本町の地域公共交通事業は、平成２２年度より開始し、現在、平成２７年度に作成した「武豊町

地域公共交通網形成計画」を基に地域公共交通網の整備を行っているが、現計画が令和３年度末で

終期を迎えるため、次期路線の検討を行う必要がある。 

 事業開始から１０年以上が経過している中で、地域住民にとって本町の地域公共交通事業が浸透

し、多くの住民から要望が出るようになったため、住民主体での路線網の検討をする必要があると

考える。そのため、本事業開始当初より地域公共交通に関心の高い住民団体である「武豊町コミュ

ニティバス・生活の足を考える会」が主催で町と連携しながら次期地域公共交通計画の策定のため

に路線網の検討及び計画の目標設定を行い、今後の地域公共交通網の検討を進める。 

 

令和３年度中に２回住民ワークショップ（５月・７月）を開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域公共交通を考える住民ワークショップ（令和２年度中全４回開催） 

（参加者）・現在のバス利用者 ・バスが使いたくても使えない人 ・今後バスを利用したい人 

（目的）・バスルートの見直し検討 ・バスを補う交通手段 ・新しい公共交通計画の「目標」 

➡様々な立場の住民から意見を集め交通会議に提案するための検討 

地区ワークショップ（壱町田地区で２回開催予定） 

（参加者）壱町田地区在住者を中心とした住民 

（目的）地域公共交通を考えるワークショップで検討したバスを補う交通手段（案） 

が実際に生活の足として機能するか制度の検討を行う 

➡モデル地区を設定し、重点的に事業案の検討を行う 

武豊町地域公共交通会議【法定協議会】（年３回開催） 座長：伊豆原先生、会長：町長 

（目的）上記の住民ワークショップで検討や試行した内容を公共交通会議に諮り、   
     様々な立場から出席される委員により、事業内容を協議する。 
➡ワークショップで提案された内容を最終的に本会議で協議・決定する 
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・料金が安く、対象者は無料で乗車できる点 

・定時刻にバスが来るダイヤが分かりやすい 

・鉄道駅、病院、買い物、公共施設に行ける 

 ルート設定 

・停留所が現状より広範囲に必要 

・目的地に行くのに時間がかかるので、 

周回時間を短くしてほしい 

・運行時間を延長してほしい 

・接続タクシー制度がわかりにくく使いにくい 

・憩いのサロン等で乗り方を教える活動が必要 

・短い時間で目的地に行けるルートの見直し 

・バス路線を増やしてほしい 

・接続タクシー制度を使いやすくしてほしい 

・バス路線のない場所への交通手段の確保 
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8 月開催住民ワークショップにおいて、整理した内容を参加者に提示し、各路線への投票を行う 
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講座「タクシーを活用した先行事例」の紹介を受けて、どの事例がいいのかとその理由の回答を整理 
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・友達を誘って一緒にバスやタクシーに乗る 

・憩いのサロンや老人クラブなど高齢者が集まる場所で説明する 

・バスの要望事項に関するアンケート等を自主的に行い、町に提出する 

・接続タクシーにみんなで乗ってみる機会をつくる 

・バスの中で楽しめるイベントなどを作る 

 

・タクシーの停留所を増やしてほしい 

・登録カードにタクシーの電話番号を記入してほしい 

・時刻表を広報や回覧板等を活用して何度も配ってほしい 

・始発終発を役場にしているが、遠い場所を始発・終発にすべき 

・運転免許返納者はタクシーを家まで送迎などの特典を 

・議員や職員がバスに乗る→体験意見を提出させる 

 

（バスを補う交通手段について） 

・バスルートから外れている地域の交通手段の確保 

・バスルートから遠い人が多く、運転免許証返納後の不安が多い 

・接続タクシーの利便性 

・バス以外の移動手段、方法について 

 
（バスルートについて） 

・３路線化の具体案 

・バスのコース設定、タクシーとのつながりバス停 

 

（利用促進策について） 

・各地区、地域でバスや接続タクシーの乗り方のイベント等の企画 

・イベントがあったときはお楽しみプレゼント 
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(接続タクシー事業に関する認知度調査) 

接続タクシー事業の認知 ９人中７人認知 

 登録状況         ９人中５人登録 

 定期的な利用者     ９人中１人 

（接続タクシー事業の事業変更案について） 

 家までの送迎であれば余分にお金を払ってでも使いたい 

 

（自宅への送迎に関する要望） 

 買い物の帰りなど荷物が多いときはタクシー停留所から自宅まで歩くのが大変 

（タクシー事業者の対応について） 

 実際利用していたが、予約をしてもタクシーが来なかったことがあり、利用しなくなった 

 

（接続タクシーの利用方法に関する問い合わせ） 

 乗合タクシー事業のときは停留所に時間が書いてあったが、いまは時間の記載がないため、どの

ように使えばいいのかがわからないので、わかりやすい周知が必要 

 

（運転免許証の自主返納について） 

 自主返納後の通院や買い物に不安がある 

 バスやタクシーについて考えたことがなかったが、利用方法について考えないといけない 


